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ユーザ行動ベクトルの抽出

仮説検証の結果と考察

開発における問題点 手法・ツールの適用による解決

プリンター使用状況分析における機械学習を用
いた仮説検証
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プリンターの使用状況からユーザの躓きを分析し、
初期設定のUX改善を素早く行いたい。しかし、単一

種類のデータによる分析では躓きを特定できない。
また複数種類のデータによる横串分析には時間が
かかる。これを素早く行うため、機械学習を用いた
横串分析によりユーザの躓きをより多く検出するこ
とが課題となっている。

プリンターの使用状況データベース(DB)からユーザ

行動を特徴づける要素データを取り出し、ベクトル
化する。横串分析によりユーザの躓きをより多く検
出できることを示すため、ユーザの躓きを定義した
上で、単一DBから抽出した行動ベクトルと複数DB
から抽出した行動ベクトルの各集合に対して機械
学習によるデータ・クラスタリングを適用する。

仮説検証の実施

まとめ・今後の展望

プリンターの使用状況（統計データ）をもとにユーザ行動
ベクトルを抽出。日別の統計データを個人の行動データ
に見立て、仮説検証を試みる。

抽出した各行動ベクトルの集合に対して階層的クラスタ
リングを実施。正常行動のベクトル(7)から離れたベクト
ル(躓き)が「各データ複合」で多く検出できることを検証。

・「各データ複合」と「Webアクセスのみ」がほぼ同じ分類

結果となり、「横串分析によりユーザの躓きをより多く検
出できる」という仮説が正しいとまで言えなかった。特徴
量の数がWebアクセスDBのデータに偏っており、この偏
りを無くせばより正確な仮説検証が行えると考えられる。
・一方、単一DBから抽出した行動ベクトルの分析結果
（Webアクセスでは正常に近く、コールセンター問合せで

は正常から遠い行動ベクトルがあること）から、統計デー
タであっても横串分析の有効性を示せる余地があること
がわかった。

・可能な範囲で個人行動データも収集し分析することで、
更なる仮説検証の精度向上が期待できる。

【まとめ】

プリンターの使用状況からユーザ行動ベクトルを生成、
機械学習を用いたデータ・クラスタリングを適用し、左の
結果と考察を得た。

【今後の展望】
・仮説検証結果のブラッシュアップを図る。

・よりドメイン知識が豊富な有識者による特徴量の選別
や既存の特徴量の細分化などにより、各DBにおける特
徴量の数のバランスを取る。

・統計データのほか個人の行動データも可能な範囲で収
集し、きめ細やかな分析を行う。
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